


ここには毎年、ありとあらゆる個性が集まってきます。

出身地も言葉も習慣も違えば、考え方や感じ方、

興味の対象や好みも異なる多種多様な個性、個性、個性・・・

それらはここで、自分とは違う多くの個性と出会うことによって、

より豊かでより新たな個性へと成長していきます。

いろいろな人との学問的交流や人間的関わりを通じて

新たな視点や世界観を獲得したり、

実践的行動を起こすことで

さらなる夢や目標を見いだしたり ── 

それは大洋を流れゆく潮流が、

あらゆる分岐と合流を繰り返しながら

新たな生命を生み出し、

やがて大きなうねりとなっていく様にも

よく似ています。

ようこそ、高知大学に。

ここは知と個性が織りなす潮流のまっただ中。

あなたもこのはかり知れない可能性の大海に、

一緒にのりだしてみませんか？





180度の水平線が広がる土佐湾。沖合には遠く東南アジアから流れ来る黒潮の営みがあり、海底には世界でも有数といわれる活断層の分布が見られる。



今でも多くの自然が残される土佐の山間。四万十川をはじめ、人と自然が共生する暮らしが最先端のスローライフともてはやされるが、ここではごくあたりまえの姿である。













まず、授業を始めるにあたって大事な準備として入門合宿を行います。
パネルディスカッションでこれから何を学ぶのか、社会人と意見交換
します。また、社会人寺子屋では、学生と社会人が気軽に語り合える
機会を取り入れています。

事前学習では、インターンに向けて重要なコミュニケーション力や、チー
ムワーク力などを磨きます。またインターンへの目的意識をはっきりさせ
る期間でもあります。

インターンシップ中は、定期的な教員のモニタリングで皆さんの活動を
サポートします。首都圏でのインターンについても、コーディネーター組
織が企業と学生と大学の連携が速やかに取れるよう、協力してくれます。

授業の最後には、これまでの活動の総括を演習単位で発表します。
これにも充分な準備時間を用意し、これまでの活動を振り返ります。

インターン終了後は、早い時期に自己分析を
行います。インターン中に自分のどういうとこ
ろが変われたのか振り返り、その成果を発表
することで“インターンに行った”だけでは終
らせず、今後の大学生活につなげます。

本格的に授業が始まると、その中心となるのは学生による社会人イ
ンタビューになります。少人数演習では、インタビューのための準備とそ
の結果の意味を理解することを演習で行います。社会人講義では学
生によるインタビューと社会人
講話が行われます。



僕はこの1年間、地域の子どもたちを見守るボランティ

ア活動に取り組んできました。会の代表をやってい

たので、よく“優秀な学生”みたいに言われますが、

全然そんなことはない！（笑）。どちらかというとその逆

かもしれません。

大学3年まで明確な将来像も持たず、ただ何となく毎

日を過ごしてきて、周囲の友達が教師への夢を熱く語

る姿を見て焦っていた自分。そんな時、全国で子ども

が犠牲になる事件が多発しました。悲しいニュースを

聞いて「何かできることはないか」と仲間うちで話をし、

翌日さっそく大学の学部長室と近くの小学校2校に

ボランティアの申し込みに行ったのが始まりです。

最初はそれほど強く使命感に燃えて・・・というわけで

もなかったのですが、実際に動き出すといろいろな

人との関わりが生まれ、その中で自分の意識も変化

していきました。

学校関係者、教育委員会、保護者、朝倉地区の地

域住民の方 な々ど、様 な々立場の人が活動の実現・

継続に力を貸してくださいました。最初はパトロール

といっても何の知識もなく道端に立っていたのを、大

学の先生のアドバイスで警察から腕章や旗を貸して

いただきました。市長や県知事、県警本部長さんに

も会いに行って、子どもたちを犯罪から守るためにど

うすればいいか、一緒に考えたりもしました。そして、

自分たちでも問題点をよく話し合い、見守りの方法

や組織づくりなどいろいろ改良していきました。

当の子どもたちは・・・というと、やっぱり最初は「この

人たち、だれ？」みたいな反応でしたね（笑）。でも、ジャ

ンパーを揃えて毎日顔を合わせていくうちに、親しん

でくれるようになりました。時々手紙をもらったり、「い

つもありがとう」と言ってもらったりすると、「やってて

よかった」と嬉しく感じます。地域の方からも「ご苦

労様」「ありがとう」と声を掛けていただき、その言葉

だけでもすごくモチベーションが上がります。

大学生が子どもを守ると言っても限界はありますが、

大切なのはそういう呼びかけをしていくことで、コミュ

ニティを作っていくことだと思っています。それが犯

罪に対する抑止力になっていくと思うんです。

守るんジャーの活動は現在、高知から全国に広がって、

香川、愛知、岡山、京都、福岡の6府県で350～400

人くらいの学生による全国組織が立ち上がっています。

僕はこのボランティア活動を通じて多くのことを学び

ましたが、一番大きかったのはこうして多くのいい仲

間に出会えたことです。彼らから受けた刺激は、僕の

生き方まで変えてくれました。活動を通して教育を取

り巻く問題を話し合ったりする中で、僕ははっきりと「教

師になりたい」と思うようになりました。遅まきながら

精一杯勉強して、教員採用試験にも受かり、春から

は地元に戻って教員生活が始まります。

これから大学に入学する後輩にひとつ僕がアドバイ

スできるとしたら、何でもいいから興味のあることに手

を出してみて、自分のやりたいことを見つけてほしい

ということです。目的意識をはっきりと自覚することが、

学びへの意欲を変えます。そこに早く気付いて、中

身の濃い学生生活を送ってほしいと思います。

大学生として過ごす4年間は、

一人ひとりが未来への夢や目標を見つけ

それを実現する能力と精神力を身につけるための大切な時間。

誰の上をも同じように流れゆく時間、

その密度を決められるのは、あなた自身。

あなたなら、どんな時間を創っていきますか？

学 生 の 視 点

教育学部 学校教育教員養成課程4年生

阪野 史裕　愛知県出身

高知子ども守り隊（通称：守るんジャー）

初代隊長

ばんの



授業（講義棟にて）

昼食（食堂にて）

ボランティア活動
（守るんジャー、小学生の下校見守り）

サークル活動
（サッカー、グラウンドにて）

休憩（友達と）

アルバイト（塾で講師）

フレンドシップ事業

サークル入部

アルバイト（家庭教師）

アルバイト（塾講師）

教員採用試験（7～8月）

京都旅行

教育実習
（9月、高知大学教育学部附属中学校にて）

教育実習
（9月、高知大学教育学部附属幼稚園にて）

教育実習（5月、愛知県立昭和高校にて）

教育実習（10月、高知市立一宮中学校にて）

九州旅行

介護体験（養護学校、老人ホームにて）
ここでの体験が心に響き、その後ボラン
ティア活動で何度か老人ホームを訪れる

高知子ども守り隊結成、ボランティア
活動開始

共通教育

共通教育

研究室に配属

卒論のテーマを決め
資料収集開始

卒論発表会

教育学部の学生が中心となって立ち上げたボランティア活動

グループ。地域の子どもたちの登下校時の安全を守るため、街

頭での見守りを続けている。

http://www.kochi-u.ac.jp/JA/news/mamorunger.htm

高知子ども守り隊とは・・・



子どもの頃から、海が好き。生き物が好き。特に海

はどこか未知の世界で、ずっと興味をかき立てられ

ていました。でも女子校だったので、農学部に行き

たいと話した時は誰もその面白さをわかってくれなく

て（笑）。

高知大学に来て最初の1年は、大学女子寮である

かつら寮で生活しました。門限は11時、掃除当番も

あって規則は厳しかったですが、それ以上にみんな

賑やかで楽しかったですよ。留学生や先輩、違う学

科の人など、普通に過ごしていたら絶対友達にな

れないような人とも友達になれました。

これまでで一番印象深い出来事といえば、やっぱり

「よさこい」です。「旅鯨人」という学生チームで、初・

踊子体験をしました。実際に参加しての感想は・・・

見た目以上にハード（！）だということ。夏休みもずっ

と練習の日々。帰省もほとんどしませんでしたね（笑）。

本番近くなると、夕方6:00から夜中12：00まで練習

した日もあったほどです。でも、祭りの後の達成感は、

参加した者だけが味わえる特権。メダルももらえたし、

沿道の観客の皆さんが送ってくれるうちわの風が

あんなに気持ちいいなんて、やってみないとわから

ないことですよね。

学業に関して言うと、高知大学の最大のよさは、や

る気さえあれば何でもさせてもらえるところ。去年の

夏は、授業が面白かった先生の研究室に勝手に

押しかけて、3・４年生に混じって実験をさせてもらい

ました。そんな無茶をお願いしても快く迎え入れて

いただいて嬉しかったです。実験の内容はというと、

魚の病気に関して、遺伝子の配列を調べたりウィ

ルスの進化の過程を調べたりするもの。入学時は

まだ漠然とした興味でしかなかったものが、最近は

具体的な目標や目的をともなって自分の中に湧き

上がってきたような感じです。

大学は、自分が決意を持って行動を起こせば、必ず

応えてもらえる場所。やろうと決めたことは、何が何

でもやりきること。勢いで始めたことでも、最後まで

やり通せば何かの結果が出ます。私自身は、それを

一つの信念に大学生活を送っています。

学 生 の 視 点

農学部 農学科 

海洋生物生産学コース2年生

飯田 敦子　

東京都出身

学生チーム「旅鯨人」の一員としてよさこい祭り
に参加。

「高知の夏の一大イベント。大通り
や公園など市内各地の競演場を、
各チームが工夫を凝らした振り付け・
音楽・衣装で踊り歩きます。高知大
学にもいくつかの常連チームがあ
るので、ぜひチェックして！」

講義（専門棟にて）

講義（専門棟にて）

昼食（友達と食堂にて）

実験（学生実験室にて）

バイト、レポートなど



私が看護の道を志すようになったのは、受験直前

の高３の冬。母親が入院したことがきっかけでした。

母と看護師さんの強い信頼関係を目の当たりにし、

それまで抱いていた「看護師は医師のお手伝い」

というイメージが大きく覆ったのです。看護という仕

事に間近で触れ、強く惹かれました。とはいうものの

受験予定は法学部・・・。合格もしましたが、どうして

も諦められず一浪して高知大学に入学しました。

海外の看護にも興味があって、昨年9月には1ヶ月間、

カナダのブリティッシュ・コロンビア大学に念願の

留学を果たしました。授業だけでなく、患者さんとの

関わりにおいても学ぶことは本当に多かったです。

看護においては病気のことだけでなく、患者さん自

身やその周辺のことも意識しなくてはなりません。

でも、価値観や文化、宗教などバックグラウンドの

違いによってそれはものすごく多様なんです。「こん

な考え方もあるんだ！」というようなことをいくつも経

験し、自分もいろんなものの見方のできる人間にな

りたいと思うようになりました。

また、何でも吸収しようとする学生たちの積極的な

姿勢にも衝撃を受けました。この時得た「自ら学び

取る」という姿勢は、今も日々の実習などで活かせ

ていると思います。

今の私の目標は、患者さんや家族の方を心身とも

にケアできる看護師になること。特に急性期の看

護に興味があります。そして経験を積み、ゆくゆくは

ボランティアとして国際貢献できるような医療従事

者になりたいと思っています。実は留学先で出会っ

た人たちと、「次はボランティア先で再会できたらい

いね」って話をしたんです。だからこれは必ず実現し

たい。

きっかけは何であってもいいと思います。自分が「こ

うなりたい」という強い思いがあれば、それに近付こ

うと努力できます。私は高3の時出会った看護師さ

んや、今、大学で教わっている先生たちから、「なり

たい」イメージを吸収している真っ最中（笑）。その

過程を大切にしていきたいと思います。

医学部 看護学科3年生

西田 早織　

大阪府出身

病棟実習（附属病院にて）

昼食（友人と病院食堂にて）

病棟実習（附属病院にて）

カンファレンス・実習の振り返り
（看護学科棟にて）

学習（図書館にて）

帰宅

元々は空手道部が心身の鍛練のために
始めた行事。高知市朝倉から室戸岬ま
での約１００kmを、夜を徹して歩くという過
酷なレ－ス。

「岡豊キャンパスの大学祭。医学部は人数がそんなに
多くないので、違う学科・学年でも顔と名前を覚えて仲
良くなるチャンス！ 最後の夜にはなんと花火も上がります。」

日頃の研究教育活動を、おもしろ実験や体験学習で地域の
子どもたちに紹介するイベント。農学部の大学祭も兼ねてお
り、キャンパスは一日だけの農学パビリオンと化す。

「とにかく楽しい！のひとことに尽きる、朝倉キャ
ンパスの大学祭。様々なイベントの他、学科や
ゼミ、サークルなどがそれぞれ個性あふれる模
擬店を出店します。」

南風祭（みなかぜさい）













スタディーツアー、
あなたも参加してみては？

中心になっているのはタイのコンケン大学への

留学経験者や国際社会コミュニケーション学科

の学生ですが、これまで教育学部や農学部の学

生も参加しています。参加者募集は毎年6月。

興味がある人は、岩佐先生の研究室にアクセス

してみて！

岩佐 和幸准教授
国際社会コミュニケーション学科

国際社会交流論コース

［代表的な研究］

●東南アジアにおける農業開発とアグリビジ

　ネスに関する研究

●地域経済の再編成と外国人労働者の構

　造化に関する研究

西中 麻喜
国際社会コミュニケーション学科

国際社会交流論コース  4年生　

岡山県出身

［研究テーマ］

●外国人研修生と地場産業～岡山県倉敷

　市の繊維産業を中心に～

●アジアの「開発」と内発的発展

　　　私は高校生の時からアジアに興味があって、

国際社会の問題を学びたいと思い高知大学に入

学しました。大きな転機は大学2年の夏、初めてス

タディーツアーに参加したことです。

　　　スタディーツアーというのは国際協力活動

の現場を訪れて、体験学習を通じて現地の事情や

相互理解をはかることを目的としたツアーのこと。

高知大学では学生主体で実施されていますが、私

も同行し、専門教育科目として単位が認定されます。

　　　その時はもう、ただ衝撃を受けるばかりで・・・。

現地のNGO※の方に協力いただいて、タイ東北

地方の農村にホームステイして生活の実情を体験

したり、都市部ではスラムや工場見学をしましたが、

アジアの抱える問題の深さと複雑さを実感しました。

ここでの経験が、その後のモチベーションに繋がっ

たと思います。

※NGO（Non-Governmental Organization）

　国際協力に携わる非政府組織、民間団体のこと

　　　西中さんは次の年のスタディーツアー・リーダー

として、みんなを牽引してくれました。事前学習や訪

問先との折衝など、持ち前の情熱と行動力で成し

遂げてくれました。

　　　1回目のツアーは衝撃と感動でしたが、2回

目はもっと深く考えることができたように思います。

現地の役所、JICA、日本企業の工場などを訪問し、

沢山の人の話を聞き、疑問をぶつけました。行って

終わりじゃなく、戻ってきてからも活動は続いています。

自主的な勉強会や大学祭での展示活動など、自分

たちがどんな経験を得て何を学んだのか、それを多

くの人に伝えたいと思って。

　　　経験したことを次につなげていく。それがと

ても大切なんです。

　　　ツアーをきっかけに岩佐先生のゼミに入りま

したが、配属後すぐ、実は先生が育児休業に入られ

たんです。

　　　連れ合いと交代しまして・・・（笑）。

　　　びっくりしたけど、素敵だなと思いました。先

生とはメールで頻繁にやりとりして、学生主体でゼミ

をやって。先生がいないのに、なぜかよく時間オーバー

してましたね（笑）。

　　　理系の分野だとモノを作り出す研究が多い

ので競争力に重点が置かれますが、人文学部は違

います。そこに一体どういう社会的、経済的な問題

があるのか、当事者たちはどんな悩みを抱えている

のか。現状の問題点を明らかにした上で、ではどう

変えていけばみんなが幸せになれるのか、という方

向性になります。

　　　私はアジアの問題を考えていくうちに、それ

が日本の問題と深く結びついていることに気づきま

した。私自身の周辺にも複雑に絡み合ういくつも

の問題があるのです。外国人労働者だとか、格差

構造だとか、今は日本の内なるアジアの問題につ

いて研究を深めています。

　　　自分の目で見て体感することが刺激となって、

全体像が見えてくるというケースも多い。そういう機

会をできるだけ持ってほしいと思いますね。













　　　私は母が音楽の教師で、小さい頃からいろ

いろな音楽に親しみましたが、中学校でクラリネット

を始めてからは特にのめり込むようになって・・・。

　　　私もそう！ 小、中、高と吹奏楽部でした。高

知大学に来てからは、音楽に触れていられる時間

が長くて本当に楽しいです。

　　　みんな一生懸命、練習していますよ。専攻

に分かれるのは3年生から。でもレッスンは1年生の

時からみっちりやっています。

　　　レッスン中の先生は、ひと言で言うと「熱血」！ 

絶対に妥協してくれません。

　　　周囲の友達や先輩も熱心で、刺激的ですね。

　　　大学の外に出てやっている活動も多くて、

今年からは「高知ジョイフルコンサートシリーズ」

という取り組みをスタートさせています。これは、

国際的に活躍しているプロの音楽家と、地域の

子どもや学生たちが同じ舞台で演奏する室内

楽のコンサート。一流の音楽に触れる機会を増

やし地域に音楽文化を育むと同時に、若い人た

ちの技術レベルの向上をはかることを目的として

います。

　　　2回目のコンサートでは私もプロの方 と々

一緒に演奏させていただきました。こんな機会、

ふつうない！ ものすごく貴重な体験になりました。

　　　できるだけ多くの学生にいろんなチャン

スを提供したいし、できるだけ多くの人に音楽に

触れてほしいと思っています。ですから、山間部

の中学校に、学生と一緒に出前演奏に行った

りもしていますよ。聴きに来るのが大変なら、こち

らが行って演奏すればいいと（笑）。

　　　その時は子どもたちに音楽の素晴らしさ

を知ってもらおうと、ソロやアンサンブルの演奏

だけでなく、楽器紹介などもプログラムに組み入

れて工夫をしました。後から届いた手紙に、『ク

ラリネットの音がいいなと思いました』と書いてあっ

て、すごく嬉しかったですね。

　　　音楽のよさは、演奏する人と聴く人とが

楽しさを分かち合えるところです。そういうことを

広めていきたいし、それが教育学部の役割であ

ると思っています。

　　　先生はいろんな音楽活動を盛んにされて

いて、そこに私たち学生をどんどん参加させてく

れます。他の大学では絶対に経験できないこと

が経験できるし、先生の姿勢からも学ぶことが

多い。人間的に大きくなれると思います。

　　　自分自身も音楽をずっと楽しんでいきた

いし、それが人に音楽のよさを知ってもらうきっか

けになれたらとても幸せですね。

　　　授業や様々な活動の中で、いい出会い、

いい経験を重ね、音楽と教育の本質を学ぶ。彼

女たちはまだそのプロセスの途中ですが、今後

はそれを教育実習に繋げていったり、演奏活動

に活かしていってくれることでしょう。将来を楽し

みにしています。

教授も学生も、学外に飛び出して活躍中！

音楽教育では他にも、地元高校生を集めて「ス

ーパーブラスコンサート」をプロデュースしたり、学

校のクラブ活動支援など学外活動に積極的。個

人でオーケストラや合唱団に所属する学生も多く、

自ら積極的に取り組む姿勢が見られます。

（写真は、ジョイフルコンサートの様子）

脇岡 総一教授
生涯教育課程芸術文化コース

［代表的な研究］

●器楽・オーボエ

（元東京都交響楽団首席オーボエ奏者）

桜井 真由美
生涯教育課程芸術文化コース  3年生

宮崎県出身

［研究テーマ］

クラリネット奏法の研究

仙頭 まり子
生涯教育課程芸術文化コース  3年生

高知県出身

［研究テーマ］

クラリネット奏法の研究













菊地先生は、気象衛星ひまわりの画像の配信を

通じて、様々なインターネット上のコミュニケーショ

ンツールやプログラムの開発に携わっています。

我も！という方は、ぜひアクセスしてみて。

http://weather.is.kochi-u.ac.jp/index.html

　　　私の研究室の特徴は、何かひとつの分野を

つきつめて行くというのではなく、ひとつのことから様々

な方向性に発展する広がりを大切にしているという

点です。私自身、もともとは地球物理の人間で気象

学が専門。気象衛星の画像処理をしていたのが、

今は処理した画像をみんなに見せるネットワーク技

術に重点を置いています。大学のホームページ上

で「高知大学気象情報頁」というサイトを作ったり、

他にもいろいろなコミュニケーションツールの可能

性を探っています。そういう意味では、私はちょっと

ひねくれもの（？！）かもしれない（笑）。

　　　菊地先生をはじめ、情報科学には親しみや

すい面白い感じの先生が多いんです。まだ研究室

に配属になったばかりでこれからですが、私はネットワー

クやセキュリティの分野に興味があるので、そこに

どんな可能性があるのか、どんなことができるのか、

見つけていきたいと思っています。

　　　先生の研究室には、学内だけじゃなく学外

からもいろんな人が集まって来ます。

　　　地元のネットワークに興味がある人を集めて、

気軽に参加できる勉強会を年に3～4回開催して

います。「土佐オープンソース勉強会」というので

すが、参加者は20代から60代くらいまで。県外から

来てくれる方もいます。

　　　私も参加しています。まだ1回だけですが、

先輩たちが一般の方に混じっていろいろ発表をし

ているのを見て、とても興味深くて・・・。

　　　この勉強会では、いろいろなオープンソース

ソフトウェアを使った経験を発表したり、そのソース

を利用してみんなで新しいソフトを作ったりしています。

例えば「Mailman」の開発だとか、他にもいろいろ

あります。知識が広がるのも人の輪が広がるのも、

こういった勉強会を開く醍醐味のひとつですね。

　　　情報科学を学ぶ上では、今の時代「場所」

がどこかはあまり大きな問題ではありません。しかし

教育という観点で捉えると、人と人との「出会い」

が非常に重要になってきます。とすれば、そこにい

る人間が個性的だったり関係性が多様だったりす

ると、より面白い環境と言えるのかもしれませんね。

　　　私は大学寮に入っていますが、そこでの留

学生やいろいろな学部の友人との交流は、大切な

大学生活の宝物です。すごく貴重だし、すごく楽し

くて！ 学生同士や、学生と教授の距離もすごく近く

て、温かいですね。

　　　高知大学のユニークな点は、規模が大き過

ぎないところから来ている点も多い。理学部の中に

工学系が含まれているところもそうです。技術と探

求心が相互に進歩しながら発達してきたのが理学

と工学。その両方が同時に存在するのは、ある意

味理想的と言えるかもしれません。この先、情報社

会がどういう風に発展していくかは全く予測不可能

ですが、ぜひみなさんと一緒に、その面白さを分かち

あいたいと思います。

ぜひアクセスを！ 高知大学気象情報頁

菊地 時夫教授
応用理学科 情報科学コース

［代表的な研究］

●地球環境情報学

●「高知大学気象情報頁」による気象衛星

　画像の処理と公開、これに伴う画像処理、

　ネットワーク技術の研究

小山 貴和子
応用理学科 情報科学コース3年

大阪府出身

［研究テーマ］

セキュリティ分野に興味を持ち、現在菊地先

生の指導のもとテーマを模索中













　　　僕はAO入試（※1）で入学しました。

　　　AO入試とは、学力だけでなく医師になる適

性や意欲のある学生に来てもらおうという入試方

法です。高知大学では一次の学力試験の後、2日

間グループ学習を行い、その間の意欲や態度、人

間性を評価します。

　　　入試もですが、入学後もPBL（※2）という

自学自習型の授業が取り入れられており、自主性

や総合的な能力が重要視されているのを感じます。

　　　多くの患者さんが抱えている問題は、そんな

に単純なものではないのです。ただ悪いところを切

れば治るのではなく、病気について悩んでいる心の

部分を聞いてさしあげないと解決しない。それがで

きる医師が今求められています。

　　　ここでは1年生から白衣を着て医療の現場

に触れる機会を持つことができます。僕も診察の見

学から衣服の着脱のお手伝いまで、医師の側だけ

でなくコ・メディカルの体験までできて、とてもいい経

験になりました。ちょっと変わったところでは、グルー

プにわかれて病院内を見て回り、改善点を探すとい

う授業もありましたね。

　　　その時は、「病院の食堂なのにカロリー表

示がない」とか「階段には手摺りがあるのに踊り場

に来ると突然なくなる」など、いろいろな指摘をもら

いました。それらは実際に予算を使って改善しまし

たが、ここで大切なのは問題を見つける感性、判断

力です。相手の視点に立ってものを見ることが医

師には必要なのです。

　　　2年生からはリサーチコースというカリキュラ

ムがスタートしています。これは学生が内科、外科、

法医学などの各講座に入って研究の手伝いをさせ

てもらうというものです。

　　　学生が混じった研究の中で、思いがけない

成果が出て学術誌に載るケースも多い。若い人が

若い感性でやることも大切ですね。

　　　「評価が学習を変える」ということわざがあ

りますが、何を評価するかということは本当に重要

です。例えば5年生で臨床実習に入る前、患者さん

に接する診察技能や態度が修得できているかを試

す臨床技能試験（OSCE※3）があります。2005度

からはCBT（※4）と共に制度化され全国統一の共

用試験になりましたが、高知大学ではずっと以前か

ら、このOSCEによる評価を行ってきました。ひどい

話ですが昔は学問主体・研究主体の風潮があり、「知

識さえ身についていれば、聴診器の扱い方などは

患者で覚えればいい」というような医学部もありまし

た。「患者」という、さんをつけない言い方自体、嫌

ですね。でも、高知は違うやり方をしようと実技教育

を充実させ、評価を行うことでそれを担保してきた。

　　　その熱意は、先生たちを身近に見ていてよ

く伝わってきます。こういう環境で学べることにすご

く感謝しています。

　　　医師というのは、最新の研究成果を患者さ

んのもとに届ける使者のようなもの。特に地域医

療の場合は研究だけでなく、その成果をどれだけ住

民の方にフィードバックしていけるかが大切です。

医師、看護師、病院のスタッフが一丸となって、患

者さんが納得し満足できる医療を一緒に組み立て

ていく。そういう人材を育成し、日本の医療を変えて

いきたいと思っています。

※1　AO入試（Admissions Office方式）：態度・習慣領域評
価方式による入学者選抜方法
※2　PBL（Problem Based Learning）：問題解決型のグルー
プ学習。シナリオ形式で与えられたテーマについて自分たちで
調べて答えを導き出し、その後、講義が行われる。
※3　OSCE（Objective Structured Clinical Examination）：
客観的臨床能力試験
※4　CBT（Computer Based Testing）：知識や思考力を問う
コンピュータによる試験

倉本 秋医学部附属病院長
［代表的な研究］

●消化器外科学

●ストーマ・リハビリテーション

●医学教育学

田井 龍太
医学科  2年生　

高知県出身

現在はKMSコアカリキュラムに添って積

極的な学びを実践中。

しゅう













　　　僕は今4年生ですが、実は大学6年目。前に

いた研究室の実験がものすごく細かくて、自分に合

わないと悩み退学を考えていた時、伊藤先生が声

を掛けてきてくれました。

　　　彼は私のいる棟の下でよく休憩をしていた

んです。違う研究室の学生でしたが、いつも見てい

たので、最近何だか様子が違うなぁと気になって・・・

（笑）。

　　　退学願いを出そうとしていた直前でした。す

ごいタイミングで、とても嬉しかったです。今年の春

から移らせていただいて、今は自分に適した研究に

携わり、充実した毎日を送っています。

　　　彼は見かけによらずフットワークが軽いんで

す（笑）。研究の手伝いも惜しみなくやってくれるし、

後輩の面倒見もよい。この間も、徳島県から依頼

があったアオリイカの鮮度保持の研究で、彼が車を

運転して泊まりがけで試料採集に行ってくれました。

　　　現地のイカを仕入れ、向こうの水産試験場

で実験をして戻ってきました。分析はここでやります。

　　　私たちのところには、こういうふうに全国の

県や水産試験場、農林水産省、水産庁からの委託

が来ます。そういう中から学生は自分のテーマを見

つけて研究を行っています。

　　　僕は全漁連から依頼のあったスサビノリに

関するテーマを選びました。色落ちノリの有効活用

と、養殖ブリの体質改善を結びつけて、ノリを加え

た飼料をブリに与えて養殖実験をしています。

　　　うちはとにかく現場主義。ブリの養殖試験

場も、これだけの規模は日本一でしょう。川も海もす

ぐそばにあるし、研究教育の場所としてはまさに最

適な環境です。隣接する農場も広さは東京ドーム

の7倍と、こんな農学部は他にはないです。恵まれ

たフィールドを活かして、実践的な教育研究を行っ

ています。

　　　大学には、研究試料として依頼元から魚が

大量に送られてきます。もったいないので研究が済

んだら全部いただきます。ブリとかカンパチとかは、

嫌と言うほど食べてますね。

　　　今年は200キロくらい食べたね。

　　　だから学生はみんな、魚のさばき方が上達し

ます（笑）。干物も作れますよ。

　　　研究室のコンパでは大皿にきれいな刺身が

盛られて出てきたり。

藤　　こんな風景も当たり前ですね。

　　　先生からは、「常にベストではなくモアベター

で」とよく言われます。ゆっくりでいいから一段ずつ

上がって行きなさい、と。僕自身これまでも回り道だっ

たので、納得いく道を一歩ずつ大切に進んで行き

たいと思っています。

　　　『持続可能』という言葉が農学でもひとつ

のキーワードですが、人生も同じ。「Do your better」

「better and better」の精神こそ、その秘訣だと思

いますよ。

伊藤 慶明教授
農学科 海洋生物生産学コース

［代表的な研究］

●魚肉のゲル形成機構に関する研究

●高ワックス含量魚肉のすり身化に関する

　研究

●海洋深層水の食品への利用に関する研

　究

藤原 朋幸 
海洋生物生産学コース  4年生　

大阪府出身

［研究テーマ］

養殖ブリの体成分（タンパク室、脂質、遊離

脂肪酸、遊離アミノ酸）に及ぼす色落ちノリ

投餌の影響

日本を代表する“海と魚のスペシャリスト”

海洋生物生産学コースの各研究室には、様々な

取材の依頼も多い。水産利用学研究室と水族

栄養学研究室ではNHKの「ためしてガッテン」

に“ブリの専門家”として学生たちと一緒に出

演も。信頼できる専門家として、知名度も高い。











留 学 体 験

ふつうの大学生活では得られないグローバルな経験をたくさん積める海外留学。

ここでは海外留学を経験してきた学生の体験談をご紹介します。

人文学部

国際社会コミュニケーション学科3年生

赤星 講平

　私は2年生の後期から3年生の前期にかけて、カリフォ

ルニア州立大学フレズノ校で交換留学生として勉強し

てきました。ここでの約10ヶ月間の留学生活は、自分にとっ

てかけがえのない人生の転機になりました。

　大学では主に国際政治学、国際経済学の講義を受

講しました。初めはクラス内で交わされる英語も全く理解

できませんでした。それに加えて読書課題やレポート

の多さに呆然とし、日本とは全く異なった高度な教育シ

ステムの中で大きなプレッシャーを感じながらのスタート

でした。

　そんな中、サッカーを通してアメリカ人や留学生の多く

の友人を得ることができたのは本当に幸運だったと思

います。寮の学生を中心にインドアサッカーリーグに参

加することで、チームメートと強い絆を構築することがで

きました。彼らと楽しみながら汗を流しコミュニケーション

をとることで、学業や慣れない生活のストレスを発散し、

英語での生活によりスムーズに順応することができました。

　友人たちと励まし合いながら必死に勉強し、徐々に講

義を楽しめるようになっていきました。そのような中で始

めた、近くの短大の日本語クラスでのチューター※のボ

ランティアでは、日本語を教えることの楽しさや難しさだ

けでなく、自国の文化やそれを伝える大切さも学ぶこと

ができました。

　10ヶ月間の留学生活で培ったバイタリティや、時間を

有効に使う技術は、私にとって今、大学生活はもとより

自分の人生における大きな財産になっています。多くの

友人や貴重な体験、そしていつでも自分のベストを尽く

そうという姿勢など、ここで手に入れたものをこれからの

自分の大きな糧としていきたいです。

※チューター：学習の手助けや助言などをする

California State University, Fresnoは1911年に

設立。フレズノは、アメリカ・カリフォルニア州のほ

ぼ中心にある都市で、大学はフレズノ市の北東部、

シエラネバダ山脈の麓に位置する。2万人の学生

が学んでおり、農学・テクノロジー学部、教養・人

文科学学部、経営学部、工学部、健康科学・人間

科学部、理数学部、社会科学部があり、大学院修

士課程及び博士課程等があります。

留学への意思を固める

TOEFL受験

留学担当窓口へ出願

学内選考、派遣決定

オリエンテーション

レポート提出、報告会



医学部

看護学科3年生

安達 千春

左端が安達さん

　私は、2006年９月に３週間、カナダのブリティッシュ・コ

ロンビア大学（UBC）看護学科の授業に参加しました。

到着した頃は、周囲の英語を聞きとることができず、そん

な自分にいらいらすることも多かったのですが、生活して

いくうちに少しずつ耳が慣れていきました。

　UBCの授業は、私にとってとても刺激的でした。授業

中は絶えず誰かが手をあげて、先生に質問します。わか

らないことや問題を共有して、みんなで解決します。日本

で私が体験してきた授業は、先生が板書をし、それを書

き写すというものや、配布資料に目を通すことで精一杯

というものも多かったので、活発に発言が飛び交う授業

風景に圧倒されるばかりでした。

　UBCの看護学科の学生たちは、みんな積極的で行

動的です。私は、短い期間でしたが彼らと一緒に看護を

学んだことで、ただ物事を見たり聞いたり感じたりするだ

けでは駄目だと思うようになりました。行く前は、「海外の

看護を少しでも知れたらいいな」とか「いろんなこと体験

したいな」と思っていましたが、それは誰だってできること

であり、そこから何かを始めなければ、自分にとって何の

意味もないと感じるようになりました。確かに新しい経験

は、自分の価値観に大きな影響を与えます。私も文化

や習慣の違いをはじめ、様々なことに大きな衝撃を受け、

日本のことや自分自身の今までのあり方・考え方などを

見つめなおす機会が増えました。

　今までの私はどこか受身で、自主性とか自立心が欠け

ていたと気付きました。授業中にわからないことがあった

ら後で調べればいいと思うし、質問したくても何だか恥ず

かしくて言い出せないこともありました。日本では黙って

いることが良いと思われがちで、みんなの前で意見を堂々

と主張すると、あまり良い印象を与えないこともあります。

文化の違い、これはとても難しい問題ですが、これからは

自分が良いと思ったことは取り入れて、実行していきた

いと思っています。

留学生募集の掲示

TOEFL受験

募集締め切り

学内選考、派遣決定

オリエンテーション

レポート提出、報告会

UBC（University of British Colombia）は1915年

に設立。カナダ・バンクーバー市内からバスで西に

30分、突き出た半島にある巨大なキャンパス（500

以上の学科、図書館６つ、博物館や日本庭園、レ

ストラン、電化ショップ等あり）には、現在約４万人

の学生が学び、留学生の出身国は110カ国にの

ぼります。



高知大学には学部横断的かつ重点的に進められている研究プロジェクトがあります。

高知県というフィールドの中でその特性を活かしてどのような研究が行われているのかーーー

ここで、興味のかけらを手にとってみませんか？

高 知 大 学 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト

海の生態系を知り海洋生

物の再生産機構を解明す

ることで、生物資源のもとの

量を減らすことなく再生産

の範囲内で資源を有効利

用し、持続的にその利益を

享受していこうという研究。

安全な食料を生産すること

で同時に健全な環境を創り、

地球環境を修復・維持して

いこうというのが目標。その

ために地産地消（※）をベー

スに、循環型の食料生産と

食料の高付加価値化を両

立させ、それを持続させるた

め食育を推進している。海洋生物資源を貯蓄に例えると、「利子」の部分を
活用していれば元の量・・・つまり「元金」は減らない、
という考え方。

※ 地産地消：ある限られた地域で生産した食物を、その地域で消費すること

生命基本素子の構造と機能、細胞内外
のシグナル（環境）に対する細胞応答を研究する。
また生体分子の機能開拓を重点的に行う。

悪性腫瘍の発生・転移抑制・浸潤制御、更に診断・
治療に関連した研究が進行中で、ＰＥＴの活用、ペプチド療法や遺
伝子治療の開発が進展中である。また、悪性腫瘍との関連にお
いて細菌、真菌などの感染制御も重要な問題である。

特に匂いの記憶・学習における分子生物学的研究
や神経系発達と特定の遺伝子との関連性のほか、パーキンソン
病等の脳脊髄疾患に対する神経細胞移植、血管新生に関する
細胞の再生についての臨床応用を目指した研究が進行中である。

人類と環境との共生に対し、

物質科学の視点から取り

組もうとする先導的研究。

物質科学と機能材料工学、

生命科学と生命工学、癌・

感染症と再生医療の3つで

構成され、三者が重なり合

う部分はグリーンサイエンス

＆テクノロジーとして共有さ

れる。以下の4つの課題を

重点的に進めている。

本学が顕著な業績を上げている水熱化学、
合成化学、天然物化学、材料科学などを基盤に、
環境調和型の物質変換科学の確立を目指す。

グローバルからローカル、数十万年から数
十年と様々なスケールで密接に絡みあう地球環
境変化を、海洋掘削コアから解き明かす。

深海底などに生息する生物の生命戦略
を解明し、それらの遺伝情報や遺伝子資源を様々
な分野で有効利用するための研究を行う。

地球深部の物理・化学的

性質や未知の地殻内微生

物圏を探るための貴重な研

究試料である掘削コアを用

いて、地球科学・化学・生

物学などの専門基礎研究

や関連分野での応用研究

を行う。掘削コアの国際的

研究拠点として設置された

海洋コア総合研究センター

を中心に、3つの課題研究

が行われている。

地域の特性を活かした「人と自然の共生」
のために、黒潮圏の自然史（地盤や自然環境、生
命の成り立ちや維持のしくみ）を解明する。



掘削コアとは、地面や海底をくり抜いて抽出した泥

や岩石などの試料のことです（写真1）。地下の堆

積物は地球環境変動の歴史が刻まれた、いわばレ

コーダーのようなもの。私たちのチームはそのコア

に含まれる地磁気の記録を解析して、研究を行っ

ています。

地磁気を調べるのは、過去地球の磁場が一定では

なかったから。現在はN極が北極、Ｓ極が南極を向

いていますが、実はこれまで何度も逆転を繰り返し

てきているのです。その年代表の一部がこれ（写

真2）。過去2億年まで解明されています。岩石の

中にはごくわずかですが磁石の性質をもつ粒子が

あり、その粒子はコンパスのように当時の地磁気の

方向を向いたまま固まっています。それを測定し年

代表と照らし合わせると、例えば化石などが含まれ

ていない地層の年代を特定できます。さらには地殻

変動や気候変化の歴史の解明などにも応用でき

るのです。

これらの解析や研究には最先端の設備が欠かせま

せん。それを実現したのが、高知大学海洋コア総

合研究センターです。例えばこの部屋（写真3）。

一見、何の変哲もありませんが、実は世界最大の

性能・規模を誇る磁気シールドルームです。掘削コ

アに含まれるごく微弱の磁気を測定するためには

現在の地磁気が邪魔になる。そこでシャットアウト

するのです。

他にも日本に数台しかない超伝導磁力計や、化学

や生物学分野からのアプローチをするための機器

も充実しています。海洋コア総合研究センターは

高知大学の施設であると同時に他の大学や研究

機関の研究者も利用できる全国共同利用施設。

年間20～30件の研究テーマを受け入れています。

場所は問題ではない。いい設備といい研究者がい

れば、そこが自ずと世界の中心地となるのです。

来年度からは、IODP（統合国際深海掘削計画）と

いう日米主導の国際計画が本格化します。これは

海洋科学技術センターの地球深部探査船「ちきゅ

う」などを用いて実施されますが、「ちきゅう」が掘削

した深海底コアは高知に運ばれ、ここを拠点に本

格的な研究が行われます。つまり、これから入学す

る学生には大変大きなチャンスなのです。掘削コア

の中でも深海底の泥は、より長い年月の記録が凝

縮されている非常に研究価値の高い試料。深海

底の堆積スピードは遅いところなら千年に数ミリ。

たかだか1cmの試料の中に1万年もの記録が凝縮

されていたりします。この試料をあらゆる分野から多

角的に解析し、人と地球の未来に役立てるのが私

たちの使命です。

このプロジェクトには、理学部の地球科学系や物

理学系の学生をはじめ、農学部、医学部、教育学

部など様々な分野の教員や学生が参画しています。

IODPが本格化すれば、全国、全世界の研究者と

の交流もますます盛んになるでしょう。異なる分野

のスペシャリストと話ができる。様々な目線、考え方

に触れられる。グローバルで密度の高い交流がで

きる。そんなチャンスがここにあります。あなたもぜ

ひ高知大学に来て、私たちと一緒に未知なる扉を

開いてみませんか。

小玉  一人教授
コア研究プロジェクトチーム　

主な研究テーマは、古地磁気層

位学、古地磁気学のテクトニクス

への応用、極限下の岩石磁気学

など。共通教育でも授業を担当し

ているので、興味のある人はシラ

バスをチェックしてみてください。

写真1  海底掘削コアから取り出した試料。
貴重なものでは、20億年前の試料もある。

写真3  磁気シールドルーム。この部屋の中では
コンパスは一切機能しない。

写真2
バーコードのような地磁気の年代表。黒い帯が現在と同じ
正磁極の時代、白が逆磁極の時代。

プ ロ ジェクト・イン タビ ュ ー



※ ＦＤ（ファカルティ ディベロップメント）

教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みの総称。



メディアの森











森  敏寛さん
大学生協食堂部

学生さんに聞くと、「ミールカードでいかに食べ尽くすかに執念を燃やしている学生も多い」のだそう。

大学生協はキャンパスライフの様々な場面に関わっています。食堂、書籍部、購買部があり、

共済や下宿紹介、パソコンの販売・修理、インターネット回線の接続などもやっています。

食堂で好評なのは「ミールカード」。これは1年間使える学食カードで、1日1,000円まで食べ

放題。16万円（2007年度）で販売していますが、年間営業日数が約270日なので全営業日

使えばなんと27万円分ほど食べられお得です！ 栄養価を考えた豊富なメニューは、地域の「食

育」拠点高知大学ならでは。食事歴のレポートを1カ月ごとにお送りしているので、食べたメニュー

やカロリーもわかり親御さんも安心ですよ。

また、カフェ横の学生広場では昼休みにブレイクダン

スのパフォーマンスがあったりよさこい踊りの練習を

していたりと、大学生協付近は楽しいことがいっぱい。

上手に利用して下さい！

※パッケージは、人文学部社会科学研究科1年の藤浦五月さんのデザインです。



小島  佳代さん
南溟寮 寮母

おじま

学生寮には寮母、会計、栄養士、調理師などがおり、寮生活のお手

伝いをしています。一番気を遣っているのは健康面で、病気が流行

しないよう衛生面や体調管理のサポートをしたり、食事もおいしくて

栄養もボリュームもたっぷりのものを用意しています。

学生さん達は普段からよく規律を守って生活していて、廊下では必

ず大きな声で挨拶を交わしていますね。お互いに尊重しあい、何かあっ

てもよく話し合いをしながら自分達自身で解決しているようです。

そういう過程も大切。学問と同じくらい価値があると思っています。

突拍子もない出来事？そりゃあ数え切れません！（笑）でも学生らしく

ていい。どこの寮も活気があって、きっと楽しい学生生活が送れると

思いますよ。





全国大会の常連、強豪チームと言われますが、転機となっ

たのは91、92年あたりです。ヤンマー（セレッソの前身）相

手に勝ったり引き分けたり、大学選手権も3位まで勝ち上

がりました。以来一定のレベルをキープしています。指導

にあたっては、JOCや国の在外派遣などで世界を回った経

験から、効果的・効率的な練習と選手一人ひとりの自立の

精神を大切にしています。学生とはお互いコミュニケーショ

ンをとりながら相手の意見や人間性を尊重していますね。

もちろん学生ですから学業との両立がまず第一です。そし

て大学の一員として地域貢献も大切。毎週2回の少年少

女サッカー教室や、夏には強化練習とサッカー教室を兼ね

た宿毛キャンプなども行っています。サッカー文化を育み、サッ

カーを通じての豊かな人間形成を目指しています。

サ ー ク ル ラ イ フ

部活動、サークル活動は大学生活の華！  

その一部をご紹介します。

サッカー部

日々の練習には各自が高い

意識を持って取り組んでいる。

また週2回は、地域の小学生

を対象とするサッカー教室を

開催。ウォーミングアップの「お

にごっこ」では、つかまると自

己紹介をするという仕掛けで、

子どもたちとの触れ合いも大

切にしている。

野地  照樹准教授
サッカー部  監督

教育学部 保健体育 運動学

JFA（日本サッカー協会）公認A級コーチ

全日本大学選抜、ユニバーシアードのコーチ、

監督を歴任

個性的なメンバーが多く、楽器の音色に負け

ないくらい笑い声も絶えない雰囲気だが、定

期演奏会には地元の固定ファンもつくほどの

実力派。年末のイルミネーション点灯式では、

赤レンガ広場でミニ・コンサートも行っている。

吹奏楽団



サ ー ク ル ラ イ フ

野球部

神宮には過去3回出場している

がまだ勝ち星がないため、チー

ムの合い言葉は“神宮での1

勝”。目標に向かう姿勢や、人

に対する礼儀・態度など、野球

以外のことも大切にするのがモッ

トー。

2006年には、ベースボールマガジンで大学野球の強豪チームの一つとして、

特集も組まれた。国立大学の野球部としては異例のこと。

子ども倶楽部

部室の中は、活動に必要な大工道具や調理器具、

作ったおもちゃやイベント飾りなどで埋まっている。

メンバーは教育学部を中心に人文、理、農学部な

ど様々だが、子どもが好きで日常的に子どもたちと

関わり合うことを大切にするという姿勢を共有して

いる。



「なぜボストン？」「なぜだかわからないけど、

最初からボストン」と部員たち自身にもナ

ゾの名称が特徴。平行して社会人チー

ムにも入っているバスケット好きもいれば、

友達を増やしたいと入部した人も。ボーリ

ング大会やキャンプなど“楽しむ”ことを

目的とした行事も多い。

同好会 ボストン

ヨットの醍醐味は何と言っても走っている時の爽快感。特

に雄大な太平洋は、セーラーたち憧れの海なのだそう。シー

カヤックやサーフィンなど他のマリンスポーツを平行して楽し

む部員も多く、地域住民と一緒に海の清掃や小学生のヨット

教室を行うなど活動は幅広い。

ヨット部



高知は部屋代が安く、食材も新鮮なものが手に

入ります。一番よかったのは自然に囲まれた高知

でしかできない暮らし方ができたこと。大好きな海

の生き物と4年間一緒に暮らしました。クマノミや

ウニ、タツノオトシゴなど、全部高知の海で自分で採っ

てきた魚たちです。自然を楽しみ、学び、満喫でき

た毎日でした。

星山 卓哉　理学部4年生



※学生によっては就職活動に多くの費用がかかる

　ケースもあります。（出身地や都市部への企業

　訪問に必要な交通費など）



キャリア形成支援セミナー
●「なりたい自分になるために」

●「コミュニケーション能力を身につけよう」など

●いま社会で起きていることに敏感になって

　これからを予想しよう

就職活動ガイダンス
●「自分を知る・状況を知る・相手を知る」

●「自己表現・自己PR」

●「企業がほしい人材とは」

●「実践対策講座」など

企業合同イベント
●「合同会社説明会（首都圏・関西圏企業

　中心）」

●「就職フェア（県内企業中心）」など

特別講座
●「ビジネスセミナー」

●「業界研究セミナー」

●「首都圏就職活動ガイダンス」

●「面接対策合宿」など

業種別講座
●「国家公務員等採用試験セミナー」

●「教員採用試験ガイダンス」

「こういった講座はマニュアルを学ぶためのものではありません。良
き社会人と出会い、自分の成長に対して貪欲になるためのひとつの
機会。」とは就職室のスタッフの言葉。こういうチャンスをうまく活用
しよう。



人文学部社会経済学科4年生　

ヤフー株式会社内定

角田 美紗季　

高知県出身

大学4年間を振り返ってみると、いったいどこからが

就職活動なのか、線引きは難しい気がします。私の

場合、研究やインターンシップというのは、興味のあ

ることに手を出しながら自分が本当にやりたいこと

を探した“やりたいこと探し”。そして就職活動は、

それを社会で実現させるための“環境探し”だった

ようにも思います。

インターンシップには人一倍チャレンジしました。

最初のきっかけは1年生の冬、授業で「ダバダ火振

り」という栗焼酎の蔵元へ取材に行ったこと。その時、

地域にいくらすばらしい産品があっても商材の力だ

けでは売れないことを知り、とても悔しく思いました。

でも同時にインターネットの世界なら顧客は全国に

いて、商材と売り方さえよければものは売れるという

ことに感動を覚えたのです。

そこからネットショッピングに興味を持ち、2年生の

夏に楽天株式会社へ2ヶ月間、さらに2年生の2月

から3年生の8月までデジサーチ・アンド・アドバタイ

ジングという会社へ半年間、インターンシップに行き

ました。特に2回目のインターンシップでは、web上

の店舗の一つを半年間実際に運営させてもらい、

とても勉強になりました。

大学の外に出ていた時間は長かったですが、先生

やコーディネーターの方がメールで細やかにサポー

トしてくれたり、大学に帰ってからの振り返りや、次ど

うするかというフィードバックの部分も一緒になって

考えてくれました。そうした中で自分が本当にやりた

いことがどんどん明確になっていき、ネットショッピン

グだけでなく、インターネットのいろいろな可能性を

利用して地域につながる仕事がしたいと思うように

なりました。

通信系の企業の中でヤフー株式会社を選んだ一

番の理由は、ポータルサイトを持っているということ。

その無限の可能性に惹かれたからです（第一希望

でした！）。将来的にはポータルサイトで地域コミュニ

ティのコンテンツを立ち上げたり、幅広いチャレン

ジをしてみたいと思っています。自分を活かし、自分

のしたい貢献ができる環境の中で、様々なことを実

現していきたいですね。



卒 業 生

あなたは大学卒業後の自分を想像したことがありますか？

職業や働き方へのイメージを持つことは、大学生活をより有意義なものにする大切な指針となります。

高知大学を卒業し現在社会で活躍している先輩方から、

ご自身の経験を振り返って話していただきました。

金子 知加

馬路村農協 総務金融課

人文学部社会経済学科を
2004年度卒業

高知県出身

私は大学時代、バナナをテーマに、その流通の裏に隠さ

れた貧困問題や環境に及ぼす影響などについての研

究をしていました。経済と地域との関わりに興味を持っ

ていました。

でも、馬路村農協で働きたいと思った理由は「村おこし

するぞ」というような気負ったものではなく、ここの人たち

との温かいふれあいがあったから。就職活動の時から歓

迎の宴会を開いてもらったり、気軽に声をかけてもらって、

自分がこの場所で親しんでいけると肌で感じたからです。

馬路村は四国山地の奥にある人口約1200人の過疎

の村です。コンビニも国道もない田舎ですが、ユズの加

工産業を柱に、村の自然や人、つまり村そのものを一つ

のブランドとして情報発信していて、今は年間30億円超

の売上げを上げています。

私も就職1年目は、営農販売課といって農家からユズの

受け入れをして製造・販売する部署に配属されました。

そこで、商品の電話受付から注文入力、発送、DMの段

取りまで一連の流れを学ぶ中で、村の人たちの声、全国

の馬路村ファンのお客様の声を直に聞き、大切なことを

学びました。また商品企画やイベントとなると、職員が総

出で取り組む姿に刺激を受けました。

2年目の今年は、総務金融課で貯金の仕事をしています。

村の人の顔もやっと覚え、その方たちの大切なお金をお

預かりしているんだという責任を実感しています。窓口

でのちょっとした会話や、集金に伺った時「これいっぱい

できたき、持っていきや」「お茶飲んでいきや」などと声を

かけていただくのもすごく嬉しい！ 正確に確実に仕事が

できて、笑顔を忘れず人と接することができた時が一番

充実しているなぁと思います。

仕事選びは、自分の生き方に関わってくる大事な選択

です。私は、馬路村の自然と人、その自立した姿勢に共

感を覚えてこの職場を選びました。私も村のように自然

体で、しっかりと自立していたいという思いがあります。こ

れからもその初心を忘れず仕事をしていきたいし、やりた

いことには貪欲にチャレンジしていきたいです。

村の青年団にも入って活動しているという金子さん。

（左から三番目が金子さん） 



池田 憲彦

NTTラーニングシステムズ 
総合研修事業部

理学部数学科を1993年度卒業

愛媛県出身

池田さんは、高知大学主催のキャリア形成支援セミナーにもアドバイザーとして参加している。

私は平成6年にNTTに入社し、SI（システムインテグレー

ター）、営業、インストラクタなどを経て、現在はNTTラー

ニングシステムズというグループ会社に出向しています。

この会社は、NTTや一般企業に対し、研修、e-ラーニング、

通信教育などの提供から人材配置、人材育成のコンサ

ルティングまで幅広く「企業の成長」をお手伝いしてい

ます。

ここでは、社外の方（例えば経営コンサルタントや心理

学の先生など）からいろいろなものを得ることができ、自

分も成長できるので非常に楽しいし、充実しています。

大学時代、私はESSという英会話のサークルに入って

いました。入部した理由は勉強が大好きでということで

はなく、その雰囲気や先輩の人柄に魅せられてといった

感じです。とにかくサークルのイベントは、一所懸命取り

組みました。そこでの経験が、就職して本当に生かされ

ていると思います。例えばディベートのスキルは集団面

接でも役立ちました。また、サークルやアルバイトを通じ

て磨かれたコミュニケーションスキル、これも非常に役に

立っています。ですから、大学時代には学業も大事ですが、

サークル、アルバイト、ボランティアなどといった活動にも

積極的にトライして欲しいと思います。

卒業して13年になりますが、これまで何度も大学にはお

邪魔しました。というのもNTTの採用活動に携わってい

たからです。私が選考するのではなく、会社と学生の接

点として、会社の紹介をしたり学生の疑問にお答えした

りといった形での関わりです。

そういったことで何年も会社側、

外部の立場から高知大学を見

てきましたが、学生にとって非常

にいい学校だとあらためて思い

ます。就職活動も精一杯の支

援をしてもらえるし、学生自身も

自立しています。そして、私も含

めみんなこの学校が好きなんだ

なぁと感じます。

先輩から教わり自分のモットーに

している、「先輩からもらった有

形無形の財産は、後輩に返す」。

これを今後も実践し、どんな形で

あれ一人でも多くの高知大学

の後輩たちの役に立てればと思っ

ています。
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※　 は募集なし

※特別選抜：帰国子女（志願者=1、合格者=1）

※私費外国人留学生の選抜は、志願者=30名、合格者=17名でした

※実質倍率=受験者数／合格者数
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（合計：1,120人）

北陸19人

中部59人

関東51人

東北12人

徳島54人

北海道5人

中国199人

九州170人

近畿189人

地域・入学手続者数（志願者数） ＊私費留学生を除く

北海道 0.4％

東北 1.1％

関東 4.6％

北陸 1.7％

中部 5.3％

近畿 16.9％

中国 17.8％

徳島   4.8％

香川   4.1％

愛媛   7.1％

高知 20.9％

九州 15.2％

その他   0.3％
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※　 は募集なし

※特別選抜：社会人（志願者=1、合格者=0）

※私費外国人留学生の選抜は、志願者=41名、合格者=17名でした。

※実質倍率=受験者数／合格者数

※理学部は旧学科で募集しました。
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北陸13人

中部70人

関東53人

東北3人

徳島64人

北海道8人

中国197人

九州153人

近畿174人

地域・入学手続者数（志願者数） ＊私費留学生を除く

北海道 0.7％

東北 0.3％

関東 4.7％

北陸 1.2％

中部 6.2％

近畿 15.5％

中国 17.5％

徳島   5.7％

香川   3.6％

愛媛   7.4％

高知 23.5％

九州 13.6％

その他   0.2％
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（合計：1,124人）



緊張の面持ちで高知を訪れた受験生に、温か
い一声を掛けたり、交通機関を案内したり・・・。

サポート活動は新聞でも紹介されました。
＜記事提供：讀賣新聞社＞



合格者を胴上げし、歓迎する部員たち。








